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第33回 DAAS運営委員会  議事 

□日 時：2016年9月16日（金）  13:30〜16:30（予定） 

□場 所：ちよだプラットフォームスクエア（本館）B1 階 ミーティングルーム 001 

       〒101-0054 東京都千代田区神田錦町 3‐21 

      TEL:050-3786-0568(DAAS 事務局) 

□	
 議 事： 

 

［承認事項］ 

 

議案１ 第11期総会資料の承認 

   

 第10期（2015-2016年度）事業報告（案）及び収支決算（案） 

       （尚、収支は8月仮締めでの報告となりますのでご了承ください） 

       第11期（2016-2017年度）事業計画（案）及び収支予算（案）について 

      理事・監事選任の件 

      会費規程変更（案）について（企業理事会員の会費設定の変更について） 

       報告事項 会員名簿変更について、その他 

 

 

 

議案２  第５回理事会資料の承認 

     役員選任の件（会長・理事長・副理事長） 

 会費等規程改定の件 

 

議案３ 運営委員長交代について   

 

 

□	
 配布資料：  

 

 

第11期総会資料一式 

第５回理事会資料一式 

 

 



 

 

 

建築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアム（DAAS） 

総会・理事会プログラム 

 

■	
 開催日：2016 年●月●日（●）●:00～●:00 

 

■場 所：都道府県会館 4階 4**会議室 （東京都千代田区平河町2-6-3） 

  

■開催予定時間： 

DAAS 第 11 期（2016-2017 年度）総会 （●:00～●:30） 

DAAS 第５回理事会   （●:30～●:00） 

 

■	
 内 容： 

 

【DAAS 第11期（2016-2017年度）総会】 

１ 開会挨拶 

２ 来賓挨拶 

３ 審議事項 

議案１ 第 10 期（2015-2016 年度）事業報告(案)及び収支決算（案）について 

   監査報告 

議案２ 第 11 期（2016-2017 年度）事業計画(案)及び収支予算(案)について 

議案３ 理事・監事選任の件 

議案４ 会費規程変更について 

４ 報  告 

５ 閉  会 

 

【DAAS 第５回 理事会】  

１ 開  会 

２ 審議事項 

議案１ 役員選任の件（会長・理事長・副理事長） 

議案２ 会費等規程改定の件 

３ 閉  会 

芦原理事長、竺委員長の日程 
10/25 or 26	
 希望。同日午後で
都道府県会館会議室保留 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアム 
 

第11期（2016-2017年）総会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 開催日時 ２０１６年１０月＊＊日（＊）午＊＊時００分より午＊＊時３０分 

 開催場所 都道府県会館 ４階 ４＊＊会議室 
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建築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアム（DAAS） 

第11期（2016-2017年）総会次第 

 

開催日時：２０１６年１０月＊＊日（＊）午＊＊時００分より午＊＊時３０分 

開催場所：都道府県会館 ４階 ４＊＊会議室 

 

１ 開会挨拶 

  芦原 太郎 建築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアム 理事長 

 

２ 来賓挨拶 

  ●●●● 国土交通省 住宅局 建築指導課 課長  

  

  

３ 議  事 

 

議案１  第 10 期（2015-2016 年）事業報告(案)及び収支決算(案)について 

資料 1  第 10 期（2015-2016 年）事業報告(案) 

資料 2   第 10 期（2015-2016 年）収支決算(案) 

監査報告 

資料 3  監査報告書 

 

議案２ 第 11 期（2016-2017 年）事業計画（案）及び収支予算(案)について 

資料 4   第 11 期（2016-2017 年）事業計画(案) 

資料 5  第 11 期（2016-2017 年）収支予算(案) 

 

議案３ 理事・監事選任の件 

資料 6  第 11 期・第 12 期 理事・監事名簿(案) 

 

議案４ 会費規程変更について 

資料 7  会費規程改訂（案）  

 

４ 報  告 

資料 8 会員名簿変更について 

資料 9 規約第７条第４項に基づく指定代表者の変更について 

 

５ 閉  会 
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議案１ 第 10 期（2015-2016 年）事業報告（案） 

及び収支決算（案）について 
 

 

 

資料１ 第 10 期（2015-2016 年）事業報告（案） 

資料２ 第 10 期（2015-2016 年）収支決算（案） 

 

 

監査報告 

 

資料３  監査報告書 
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第 10 期（2015-2016 年）事業報告（案） 

 

１．概要 

DAAS の基本活動である「Web サイト等基本システムの維持・管理」「収蔵データの維持・保

全」を継続するとともに、運営委員会の下に設置した「企画運営部会」において、第 10 期事業

計画に基づく事業推進と今後の事業展開を視野に入れた中期計画の検討を行った。議論の

結果と提言は運営委員会と国土交通省へ報告し、第 11 期事業計画と今後の運営方針決定

の軸となる成果をあげている。企画運営部会を継続し引き続き、事業推進と、運営方針決定の

ための議論を重ねる。 

第 10 期においても国庫補助による収入と、事業効率化や経費削減策を講じ予算案に応じ

た効率的な事業推進を行ってきた。今後も安定した組織運営を目指す。 

 

２．事業実施状況 

(1) Web サイト等基本システムの維持・管理 

前年度と同様、サーバ保守業者によるサーバ OS、周辺アプリケーションの定期的な更

新の実施体制を維持し、サーバ環境のセキュリティ対策を行った。 

 

(2) 収蔵データの維持・保全 

DAASの資産である「高精細画像データ」について、データの破損や消失を防ぐ目的で

事務局内保管及び、外部のデータ保管専門業者のサービスを併用する体制を東日本

大震災以降導入し継続している。 

基本活動の一つである「データの維持・保全」としては地図機能検索追加による正確な

位置情報の追加・修正に加え、建物の現況情報、検索キーワード等、情報の修正を随

時行っている。アーカイブのデータベースの精査と改善のため、DAAS-Web サイト上に、

閲覧者による現況情報提供機能も実装しているが、修正作業に関して非常に時間と人

手のかかる作業となっている。ただし、情報更新はアーカイブ活動の基本であるため、

今後も継続して行う体制を検討する。 

 

(3) 運営基盤の安定化に資する検討体制確立と継続検討 

2015 年より運営委員会の下に設置した「企画運営部会」は、運営委員会と連携しつつ、

今後の DAAS 活動に資する事業の検討、運営方針の議論等を行い、基盤安定化を検

討する体制を確立した。企画運営部会での検討内容は以下の通りである 

①運営基盤の安定化方策検討（継続） 

②事業計画に基づく事業実施や企画検討 

③その他、運営委員会承認事項の事前検討 等 

「企画運営部会」の開催状況、検討事項は別紙１のとおり。 

 

 

資料１	
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(4) コンテンツの整備 

動画収録、デジタルデータ作成 

コンテンツ作成支援金（国庫補助金 300 万円）を活用し、「企画運営部会」において

検討を進めた。第 10 期の成果については別紙２にて詳細を報告する。なお、コンテ

ンツ作成支援金を活用したコンテンツの整備は、国庫補助事業の実施年度と DAAS

の事業年度が一致しないことから、第 11 期継続事業として進める。 

［第 11 期コンテンツ整備事業（継続事業）］ 

・団体等受賞作品の収蔵 

・動画収録（DAAS 収蔵作品の建築家、写真家等） 

・VR（ヴァーチャルリアリティ）を利用した空間画像データ 

 

(5) Web サイトの改善 

新規コンテンツ収蔵（(4)で制作したコンテンツ）に必要な新規ページの制作を行った。

その他、WEB サイト機能追加、検索機能の改善のための機能追加等は、「(4)新規コン

テンツの整備」と連動し、第 11 期継続事業とする。 

 

(6) その他 

①	
 オープンアライアンス活動(オープンアライアンスとは、デジタルアーカイブスの必要

性、重要性などについて、同じ目的を持つ異なる複数の企業・団体の集合体であり、

かつ、それがオープンな状態であることを意味する。) 

これまで、DAAS としては、JIA-KIT 建築アーカイヴスの資料のデジタル化などの連

携をおこなってきたが、第 10 期は企画運営部会において、今後の運営にもかかる連

携先の検討を重ねた。 

 

②その他 DAAS の目的に資する活動状況 

１）有償利用について 

収蔵データの有償利用は第 10 期では国内外から各１件合計 2 件の申し込みがあっ

た。利用目的は会誌と展示カタログへの掲載である。有償利用の申し込み方法として

は、国内では雑誌「新建築」の掲載写真としての問い合わせ、もしくは新建築社を通し

ての申し込みが多いが、海外からは DAAS-Web サイトを通しての問い合わせが多くを

占めている。60〜70 年代の日本の建築家による作品は、海外からも注目され資料への

関心が高まっている。その為、海外からの申し込みへの対応、費用収受に関して、電子

メールアカウントとインターネットを利用した決済サービス「PayPal」を第 10 期に導入した。

これにより費用収受の確実性があがり、手数料も安価となり、手続きも利用者・DAAS 共

に簡便となった。利用内容は以下。 

・一社）カーテンウォール・防火開口部協会（せんだいメディアテーク） 

・Herbert_F_Johnson_Museum_of_Art_Cornell_University（ＥＸＰＯ６７モントリオ

ール：日本館） 
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DAAS がデジタルデータを保管し Web サイト上で資料が確認できることは、国内外問

わず、資料利用者の利便性が高い。また、申し込みや問い合わせ、データ納品の対応

が早急に出来る事は版権者、利用者共に利用しやすいシステムであると言える。 

有償利用とは異なるが「出雲大社庁の社」解体予定のニュースがあったため、DAAS

で収蔵する菊竹清訓氏の同作品の設計趣旨（木造と同様に解体・移転を考えた設計

であること等）・素材の検討について菊竹氏自身が語るオーラルアーカイブの該当箇所

を Youtube で公開し SNS(facebook,twitter)に掲載した。Facebook 上では 700 人に上が

拡散した。設計者自身が語る作品解説を収録したオーラルアーカイブは、建物への理

解を深めるコンテンツとして大変有用であり、時代を経るごとに重要なものとなる。また、

デジタルデータとして、多くの人に情報を拡散するにはインターネットの役割は大きい。 

 

(7) 設立から第 10 期までの DAAS の活動と登録者、閲覧者数の推移（報告） 

①資料収蔵数推移（累計） 

2011 年の UIA 世界大会終了後の第 6 期以降は団体会員の協力による表彰作品

資料の収蔵数の増加のみにとどまり全体収蔵数に大きな伸びはない。表彰作品の収

蔵については、継続的に行う予定であるが、大幅な収蔵数の拡大のためには、作業

人員の人件費、整備にかかる費用等々の確保が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②Web サイトアクセス数推移及び、DAAS-Web サイト登録者数推移（累計グラフは次ペ

ージを参照） 

表内の「訪問者数」に対し「訪問数」は「延べ数（同一 IP からのアクセス数）」である。 

第 10 期のみの累計としては、訪問者数 22,081 人、延べ訪問数 35,695 人である。(※

尚これは 9 月中旬時点での数字であり 10 月の総会資料修正の予定) 

訪問者数が伸びた月についてはコンテンツ掲載や、募集、告知等に連動しない独自
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のアクセス数の伸びである。 

 第 9 期訪問者総数 22,167 人、延訪問数 36,698 人と比較して、第 10 期の訪問者数

は同等、ページビューについては増加という結果である。第 8 期から第 9 期でアクセス

数に大きな伸びがあったが、その理由として SNS 等の利用、イベント開催によるものと推

測される。その後は平均した閲覧数を保っているといえる。 

DAAS-Web サイトの閲覧のための会員登録者数は設立以降平均した増加数である。

登録者の傾向としては、学生、建築関係者、メーカーや不動産といった建築関連、書籍

や展示利用を目的とした美術館などの閲覧者である。 
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別紙１ 

企画運営部会活動報告 

１．	
 開催状況と検討内容（2015年から2016年前期活動状況） 

 2015 年 2016 年 

 7〜９月 10～12 月 1〜3 月 4～6 月 ７〜9 月 

部会 ○ ○ ※  ○ ○ ○ ○    ○ ○ 

運営委員会 ●  ●   ●  

2015 年 5 月： 国土交通省にて WG の報告書を提出。 

 ・WG 設置による成果とその具体的効果を口頭にて説明。 

 ・WG での検討事項を引き継ぎ、部会にて議論を進める旨報告。 

 ・その他 運営とコンテンツ制作にかかる今後の方針等意見交換 

2015 年 7 月： 第１回企画運営部会の開催。 

 ・企画書案に基づき、部会設置の主旨、検討事項の再確認 

 ・WG 成果報告 

 ・当面の課題について委員の意見を確認。 

 ・コンテンツ収蔵ポリシー、企画案、連携、補助金の要請等意見招集 

2015 年 8 月： 運営委員会開催。 

 ・企画運営部会の設置と検討事項、意見等の報告 

2015 年 9 月： 第２回企画運営部会の開催。 

 ・予算を含めた第１０期計画の検討 

 ・運営委員会承認事項、第１０期総会資料の検討 

2015 年 9 月： 運営委員会開催。 

 ・予算を含めた第１０期計画の検討 

 ・第１０期総会資料の検討 

2015 年 10 月： 国土交通省にて総会開催に関しての報告と会費状況の検討 

2015 年 12 月： 第３回企画運営部会の開催。 

 ・補助金活用・会費事業の事業推進チームの設置と事業内容の検討 

 ・ミッションの再検討 

 ・収蔵ポリシーの再検討 

2016 年 1 月： 第 4 回企画運営部会の開催 

 ・第３回議案を継続検討 

 ・DAAS 設立時デジタル化作業における著作権等の整理 

2016 年 2 月： 金沢見学会 

 ・オープンアライアンス関係の金沢工業大学アーカイブを見学 

 （有志にて） 

2016 年 6 月： 第 5 回企画運営部会 

 ・第 10 期前半活動報告、DAAS 著作権等の現状整理 

 ・第１１期からの役員、委員長選任について、事業計画について 

 ・理事会員の会費設定の改訂に係る検討 

2016 年 6 月： 運営委員会開催 

 ・部会での検討事項の報告、及び承認を得る 

2016 年 8 月： 国土交通省にて DAAS の今後について議論 

2016 年 8 月： 第６回企画運営部会 

 ・国土交通省打合せ報告、事業報告、第１１期以降の運営についての検討 

 ・運営委員長、役員等についての検討 

2016 年 9 月： 第７回企画運営部会 

 ・第１１期総会・第５回理事会資料の検討 

2016 年 9 月： 芦原理事長との打合せ 

2016 年 9 月： 第 33 回運営委員会開催 
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２．	
 検討事項：事業推進チームの設置 

 

 会費事業（必須事項を行う＝データやコン

テンツの維持・保全・管理・活用） 

補助金事業（コンテンツを拡充する為） 

内 
 

容 

1.コンテンツの維持・管理・保全 

2.メタデータの管理・改善 

3.WEB サイトの改善 

4.関連団体の顕彰作品の収集 

1.新規コンテンツ制作 

 ・オーラルアーカイブ、VR 等 

2.コンテンツ拡充 

3.コンテンツ活用 

䩄
䩻
䩣 

１〜３.座長：中田委員 

チーム：山崎委員、武藤 

部会以外：大久保氏・遠山氏（DAAS）Web

制作：ブロードワークス 

4.座長：竺主査 

メンバー：今倉委員、鈴木委員、鰺坂委員、

山崎委員 

座長：三塩幹事 

チーム：中田委員、武藤 

委託先：君塚和香氏,墨田クリエイターズク

ラブ、秋山伸氏 

 

① 各チームのコアメンバーは、本部会メンバーによって構成。ただし、事業推進に必要な場合、

本部会メンバー以外の関係者等の参画が可能。 

② 各チームには座長を置き、事業推進にかかる一定の権限（※）をもつ 

※１：チーム構成、人員構成、会議の招集、成果のとりまとめ、他 

※２：予算案内での執行を原則として事務局が関与し、必要に応じ企画運営部会の承認を

得る（会計処理に必要な書類等の提出は必須） 

※３：外部発注先は、暫定的に前年度を基本とする（前年度実施における費用、及びこれま

での外部発注先の見積もり等により予算案を既に設定しているため） 

③ 会費事業4.については、まず各年の受賞作品を収蔵するための「環境造り」が必要 

l 募集要項の再確認（以前依頼していたが現在はどうなっているか） 

※DAAS-Web サイトに公開することが明記されているか。 

l データの受取方法、写真枚数、写真の形式、解像度、等々の詳細設定。 

l 募集要項に掲載する統一した書式を DAAS で再度作成する。 

l 撮影者の著作権の整理ができているか買い取りになっているか確認が必要。 

（応募には不要でも掲載には費用が発生する場合などもある） 

④ 会費事業１．２．については企業、団体、機関等への委託が必要。システム全体を見通す＝コ

ンサルも必要。 

⑤ JIA-KITアーカイヴスの映像コンテンツのDAAS-Webサイトでの公開（必要により編集） 

※インタビューコンテンツについて；DAAS-Webサイト上、ログインにより公開している動画につい

ては、サーバ内での動画管理が煩雑で手間がかかる為（ブラウザごとの形式変更等）、字幕・各章

区切りなどの多様な機能をもったYouTubeでの掲載を検討している。広告収入が得られる形にす

る、短縮版をYouTubeに掲載して公開する、という方法もありえる。ただし、コンテンツをYouTubeに

掲載する場合は事前に関係者への了解をとる必要がある。 

(ア) チーム設置の成果 

① 補助金事業でのコンテンツ制作、Webサイト改修を行い、運営委員会での報告を行った（前述） 

② 会費事業については、団体の募集要項への掲載が実現した。 
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３．	
 検討事項：DAASデータのオープン利用にむけた著作権整理 

(ア) DAAS構築プロジェクト(H17年度)終了から現在までの知財の状況の整理 

[契約] 

・	
 国費成果（本来国に返納する）のうち、知的財産権は受託者へ留保できるという日本版バイ・ド

ールの条項を適用した委託契約を受託者（一財）日本建築センター、以下 BCJ）と締結（受託者

による知的財産の利活用を期待するという目的） 

[委託業務] 

・	
 受託者 BCJ から (1)新建築社（メタデータ作成・補正確認・原権利者との権利調整、シンポジウ

ムの企画と広報等）、(2)大日本印刷（高精細スキャニングと褪色補正：当時まだ技術が進んで

いなかったため作業は 1 点数万円）、(3)慶應義塾大学（検索システム、API 構築、サイト構築、

等）へ「各作業」が再委託された。費用は主に「作業費」であり通常の委託契約を締結。発注者

は BCJ である為３者の成果物・知的財産権は、全て BCJ へ帰属。 

※	
 構築プロジェクトにおいての新建築社への委託内容は「古い書籍からのメタデータの整

理・作成、原権利者との権利調整」という膨大な作業費、人件費であり、写真の著作権

等の無償許諾に該当する費用と考えるほどの金額ではない。また当時、他出版社にデ

ータ化の呼びかけを行ったが了解が得られなかった。新建築社の著作権を買い取る、も

しくは、同社のみが国費で有益な作業をしてもらったという見方に誤解がある。 

※	
 その他、委託業務についてもいずれも作業費であり、当時褪色補正やシステム構築、デ

ジタルアーカイブ構築には現在より膨大な時間、費用がかかった。 

 [著作権] 

・	
 新建築社に著作権のある褪色写真をデータ化したものは、単なる複製物（コピー）であり、その

データ自体に著作権を主張できない。 

・	
 建築写真の複雑な権利、また、新建築社の未だ商品性のある建築作品の記録写真であるとい

う事実を十分考慮し、著作権は新建築社に残した。 

(イ) 第３回企画運営部会での意見を受けて 

・	
 「国費で整備した新建築社のデータをオープンに利用できない（利用料が発生する）」事につ

いて意見があがり再整理を行った。 

[著作権問題(再掲)] 

Ø 褪色写真の保護という当時緊急を要した事業において、著作権を留保しておくことが「著作者

保護」と判断し、無償譲渡ではなく「Web サイトでの公開許諾」という形で新建築より了解を得た。

※今後無償譲渡を望む場合すべての経緯を理解した上での交渉が必要。 

Ø しかし DAAS が法人でない（権利譲渡不可）事は根本的な問題となる。 

 [著作権料の金額設定（データの商用利用について）：DAAS と新建築社との問題] 

Ø DAAS プロジェクト構築当時、データの商用利用を見据えての検討の機会がなく、コンソーシア

ム設立後に商用利用の希望があった際に DAAS 及び新建築社間で検討し、デジタルデータ化

作業費用（1 点当時 2 万換算）を折半するという方法で、金額を設定。 

(ウ) 第４回・第５回企画運営部会での議論:DAAS データのオープン利用にむけての検討と著

作権、法人化問題、今後の運営体制の提案 

Ø 「ＤＡＡＳで収蔵しているデータは国費で整備された物であり、商用利用以外でのオープンな利

用」を実現するためには、国交省、新建築社、DAAS 間での著作権問題について、再度確認し

共有した上での交渉と調整が必要である。 
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Ø ただし、譲渡保留、著作権問題の根本には DAAS の「法人化」問題がある。著作権の無償許諾

という形での交渉、契約締結をするには、DAAS の「法人化」は必須。 

Ø 法人化、著作権整理等、DAAS 内だけで討議し調整や交渉を進めることは難しい。国土交通省

が主体となることが望ましい。（しかし国土交通省としての DAAS 法人化・及び関与に関して良

い回答がない） 

Ø 法人化できないまま、データをオープンに利用することを目的とした場合、打開案として、成果

物の国への返納、国の運用・運営となれば「公共性のあることについては無償」となる。 

Ø 法人化できない状況での問題・影響の再整理が必要 

l 組織的な基盤整備・安定化。 

l 費用支援の限界・会員離れ＝民間からの出資金での運営の限界（会員の費用負担） 

l 活動拡大の限界＝DAAS の活動の主軸である「コンテンツ」の著作権の留保 

l 資料拡大の限界=新規資料収蔵時の契約問題。 

Ø 法人化した場合の方向 

l 法人化した DAAS 組織を受け止める財団・団体があることが望ましい＝費用支援 

l 法人化を保留している理由「運営基盤や経営の安定化」の実現として財団や団体が

DAAS の運営を引き継ぎ、会費負担の軽減をする必要もある。会費事業はコンテンツ・

システムの維持・管理に充当されるという形であれば企業は協力でき、会員退会に歯止

めをかけられる。＝会員確保・活動拡大・資料拡充 

l いずれの機関・団体でも引き受けられない場合、本活動を国で運営する、ということにな

れば、公共利用に関して著作権者が著作権を行使しないということが実現する。DAAS

活動の「国での運営」含めて国交省と相談すべき。＝国費で整備したデータの「公的」

利用推進・活動拡大 

Ø DAAS の法人化方策について 

l 団体（公財、一社、一財等）による DAAS 事業吸収などの案。団体定款で DAAS コンソ

事業を継承できる団体を検討する 

Ø DAAS 法人化課題解決の先がない場合 

l 最悪、解散となるのか。解散による影響は何か、の確認 

l DAAS-Web サイト停止となるのか。国費で整備したものの所在はどうなるか。 

Ø 平成 17 年度 DAAS 知的財産を国土交通省へ返納 

Ø 平成 18 年度以降の蓄積コンテンツ等の全てを国土交通省へ寄贈 

l 専任職員の処遇はどうなるか。 
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４．	
 検討事項：会費設定について(会費減額・規約改定・予算調整にかかる件） 

企業理事会員の日建設計、日本設計より会費減額（会費2口から１口への変更）の申し出があった。 

企業理事会費の改訂の必要があれば、運営委員会で検討し、第１１期総会で「会費等規程改定（案）」

を提出する必要がある。会費減額による収支シミュレーションを行い、第11期以降予算の再検討を企画運

営部会で行った。それにより、企業理事会員の会費設定改変を運営委員会での提案事項として提出し、

承認を得た。 
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５．	
 検討事項：第11期からの事業計画について 

部会での議論を基に、第１１期からの事業計画策定に向けた検討を行い、運営委員会に提出。 

部会の提言として議論の継続だけでなく、時間軸を決め提言をまとめることが必要と判断し、統合・連

携・継続・解散、等々の今後のDAASについての選択肢を明確にし、それぞれ整理の上、来期（第１１期）

を目標に一定の結論・提言を企画運営部会で示し、委員会に諮ることとした。 

(ア) 第11期以降の運営方針・活動方針について（提言） 

第１１期末に一定の結論を出すことを目標とする。 

DAAS の運営に関しての結論、選択肢の設定 

Ø 法人化／連携・統合／事業の移行／維持／解散、等の方針決定と運営委員会への提出 

Ø 国土交通省の意向と方針の確認（新規発展等について望めるのか否か。国費で整備したもの

についての整理は、国費で整備した組織の継続・解散はどうするのか。） 

(イ) 短期・中期・長期計画について（運営の選択肢） 

短期計画会費設定と事業内容の精査 

Ø 第 11 期予算の見直しと事業範囲の検討 

中期・短期計画法人化方策について 

Ø WG で議論された目指すべき法人格（一般社団法人・一般財団法人）取得の可否についての

継続議論。取得する場合は時期、方策等の検討。 

Ø 法人化に必要な手続き・調整・交渉等についての継続議論 

l 組織基盤の安定化を実現する経営資源の確保、他機関の支援・協力の確保 

l 統合・連携の検討・他機関の情報収集（※国土交通省・文化庁・DAAS 会員・DAAS 会

員外・大学機関） 

l 支援先もしくは統合・連携機関との交渉 

Ø 法人化により、平成 17 年度の DAAS 成果の著作権移転が可能となる為。その手続きの確認。 

Ø 「解散」においての必要事項の確認（法人格取得時も「解散」手続きは必要となる） 

DAAS コンテンツ・システムの著作権整理等 

Ø 法人化、統合・連携等や事業拡大・解散、いずれの場合も改めて建築資料の著作者、関係者

への連絡・調整が必須となる 

l 新建築社、その他著作者への告知・調整、契約等の締結 

DAAS コンテンツ拡充、とシステム改変等々について 

Ø 法人化・統合・連携をすすめる場合、DAAS メリットの拡大も考慮し、どのようなコンテンツを制作

するかシステムを改変するかの議論（補助金活用事業とも連動する事項）を行う。 

 

(ウ) 補助金活用事業・会費活用事業について 

第１１期補助金活用事業を受託する予定である。各事業の事業内容を企画運営部会にて検討し

運営委員会に諮る。会費事業においては1.コンテンツの維持・管理・保全 2.メタデータの管理・改

善 3.WEBサイトの改善 4.関連団体の顕彰作品の収集 を軸とし、補助金活用事業においては、

DAASメリットを含めたコンテンツ制作を行うことを目的とする。 
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６．	
 提案事項：運営委員長選任について 

 

三塩運営委員長の退任により、残任期（第10期）は竺委員へと引き継がれている。ただし、本来は企業

会員から選出された委員が運営委員長となるのが望ましいという意見があり、山下設計の本多委員を推薦

する案を企画運営部会において検討した。 

尚、運営委員会運営等規程上、運営委員長は理事長が指定するため（第３条 構成及び運営委員長

等の選任）第１１期からの運営委員長については、第１１期総会及び理事会にて新理事長就任後に指定

される。（尚、副委員長は運営委員会において互選し、５名以内を選任することが出来る。運営委員会で

の検討を引き続き行うこととする） 

 

 

７．	
 報告事項：国土交通省への活動報告と今後の運営相談 

 

企画運営部会での検討事項は、運営委員会で議論の内容を報告し、承認が必要な事項は諮ることとし

ている。同様に検討事項報告と今後の運営相談のため国土交通省を訪問し担当専門官と打合せを行っ

た。訪問時の説明・報告・確認事項は以下のとおり。 

・	
 DAAS設立の経緯の再説明 

Ø 国土交通省主導での呼びかけにより設立されたコンソーシアムについて 

Ø 補助金事業の成果物の「運用」を目的とした契約内容 

Ø 運用のための費用支援・人的支援をするDAAS会員について 

Ø 当初のビジネスモデルや事務局体制の問題 

・	
 DAAS設立から現在までの運営状況について 

・	
 運営基盤安定方策検討WG設置と報告書の内容について 

・	
 今後の国交省のDAASへの関与について 
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別紙２ 

補助金活用事業報告 

 

１．	
 インタビューコンテンツ（オーラルアーカイブ）制作について 

撮影者： 建築家 今里隆氏  

タイトル： 「日本建築の次世代への伝達」                                                                                     

 吉田五十八から学んだ日本建築と 

       現代の建築へ活かすことへの追求  

収録内容： これまで手がけた仕事 

       （渋谷 O 邸、金田中、池上本門寺） 

 建築家として大切にしていること 

 これからの日本建築 等  

成果物： 約 30 分の動画に編集 

スタッフ： インタビュア 三塩達也氏（DAAS 運営委員長）インタビュア 

 カメラ・編集 後藤大輝氏（すみだクリエイターズクラブ） 

 ディレクター 三田大介氏・樋口珠由子氏（すみだクリエイターズクラブ）  

 グラフィック  秋山伸氏（有限会社エディションノルト） 

 進行管理 武藤奈津子（DAAS） 

ロケーション：池上本門寺   

 

２．	
 バーチャルリアリティ(VR)を使った空間画像データの制作について 

(ア) 工学院大学八王子図書館  

(イ) ホテルオークラ （ロビー） 

(ウ) 東京藝術大学音楽部第6ホール（改修前及び改修後） 

 
 
 
 
 
 
 
(ア)工学院大学八王子図書館                  (イ)ホテルオークラ （ロビー） 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
 
 
 
 
 
 
（ウ）東京藝術大学音楽部第6ホール ※改修前・改修前をスライダーで確認するインターフェースを採用 
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３．	
 デジタルデータ化作業成果について 

(ア) 表彰作品の現況情報の調査 

① 緯度経度の数値と現住所を調査 

② 建物情報の住所表示から、機械的な方法で緯度経度の数値を取得 

③ 住所情報が古いもの、統合などによる住所変更、住所の不明瞭なもの、等々を目視で確認し、

手作業で住所を訂正。緯度経度情報を修正・追加。 

④ 各県の最北・南・東・北から数値が出ているものについて手作業にて住所を変更 

⑤ Google Map上で建築物を確認し緯度経度情報を追加 

⑥ その他建物の現況をインターネットの情報(改修・現存せず、等)を調査緒言情報に追記。 

４．	
 Webサイトの機能追加について 

１.〜３,のコンテンツを掲載するためのWebサイト改善と新規ページの追加等 

① 地図検索緯度経度情報での表示機能を追加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② VR紹介ページの追加 
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資料２

2016年8月15日現在

 （単位：円）

予算額（a) 決算額（ｂ） 差異（a-b）

Ⅰ 事業活動収支の部

事業活動収入

1　会費・入会金収入 7,260,000 6,620,000

企業会員 5,230,000 4,590,000

団体会員 2,000,000 2,000,000

30,000 30,000

個人会員 0 0

2　事業収入 3,050,000 3,039,040

3,000,000 3,000,000

50,000 39,040

3  その他収入 0 23

受取利息 0 0

雑収入 0 23

事業活動収入　計 10,310,000 9,659,063

事業活動支出

1　事業費支出 5,750,000 4,231,680

550,000 0

0

1,200,000 466,893

850,000 764,787

880,000 540,000

440,000 840,000

1,200,000 1,098,568

300,000 318,900

180,000 202,532

150,000

保守費支出 0 0

２　管理費支出 6,108,000 3,131,679

事務所経費 0

人件費 4,080,000 2,040,000

法定福利費 700,000 370,028

230,000 131,919

機材費支出 100,000 62,849

300,000 202,600

渉外費支出 0 0

465,000 176,296

0 0

173,000 0

雑費支出 60,000 147,987

事業活動支出　計 11,858,000 7,363,359

事業活動収支差額 △ 1,548,000 2,295,704

Ⅱ 投資活動収支の部

投資活動収入

0

0

投資活動収入　計 0

投資活動支出

0

0

投資活動支出　計 0

投資活動収支差額 0

Ⅲ 財務活動収支の部

財務活動収支差額 0

Ⅳ 予備費支出

予備費支出 4,414,326 0

当期収支差額 △ 5,962,326 2,295,704

前期繰越収支差額 5,962,326 5,962,326 0

次期繰越収支差額 0 8,258,030

0

0

4,414,326

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

98,081

37,151

97,400

0

0

2,976,321

0

2,040,000

150,000

329,972

△ 400,000

101,432

△ 18,900

△ 22,532

0

550,000

0

733,107

85,213

340,000

0

△ 23

650,937

1,518,320

※一般社団法人すまいづくりまちづくりセ ンター連合会が実施した「まちなみ景観事例の収集・情報提供活動事業」の一環として「優れ
た住宅・建築物のデジタルアーカイブスのWebコンテンツの作成業務」を受託

旅費交通費支出

通信運搬費支出

会議費（含総会）支出

租税公課支出

会計士外部委託費支出

修繕引当預金取崩収入

その他固定資産取得収入

△ 8,258,030

△ 8,258,030

288,704

0

173,000

△ 87,987

4,494,641

△ 3,843,704

イベント事業支出

コンテンツ整備事業支出

サーバ管理委託費

修繕引当預金取得支出

その他固定資産取得支出

Webコンテンツ作成事業/Web改修費用

Webコンテンツ作成事業/VR制作費用

Webコンテンツ作成事業/オーラルアーカイブ制作

Webコンテンツ作成事業/表彰事業整備・コンテンツ制作

Webコンテンツ作成事業/その他経費

広報事業

WEBサイト改修委託支出

科目

第10期(2015-2016年)収支計算書（案）

学術・教育機関会員

Webコンテンツ作成事業※

コンテンツ有償利用料

            2015年10月1日から2016年9月30日まで

640,000

640,000

0

0

0

10,960

0

10,960

△ 23
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監 査 報 告 書  
 

 

 

 

 

建築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアム規約第 15 条第 4 項の規定に基づき、建

築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアムの第 10 期（2015-2016 年度 2015 年 10 月 1

日から 2016 年 9 月 30 日まで）の業務報告書、収支計算書、正味財産増減計算書、貸借対

照表及び財産目録について監査を行った結果、正確かつ適正であることを認めます 

 

         年  月  日 

建築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアム監事 

一般社団法人 住宅生産団体連合会 会長 

和田 勇  印 

 

         年  月  日 

建築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアム監事 

一般財団法人 日本建築センター 理事長 

橋本 公博  印 

 

※	
 本資料は監査報告書のフォーマットであり、監事が押印した報告書の控えを総会資料

に添付いたします。 

９月末迄の会計帳簿、書類一式等に関して、監事による監査（10 月中旬）をおこなう予

定としております。会計書類作成にあたり会計士の方に指導・確認いただき、作成いた

します。また、監査に関しては会計士の方も同席いただく予定です。 

資料３	
 

20160916 第33回DAAS運営委員会　23/45



20160916 第33回DAAS運営委員会　24/45



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案２ 第 11 期（2016-2017 年）事業計画（案） 

及び収支予算（案）について 
 

 

 

資料４ 第 11 期（2016-2017 年）事業計画（案） 

資料５ 第 11 期（2016-2017 年）収支予算（案） 
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第 11 期（2016-2017 年）事業計画（案） 

 

1. 基本方針 

DAAS の基本活動の「Web サイト等基本システムの維持・管理」、「収蔵データの維持・保全」

を通じて、公益的活動を継続する。活動にあたり、運営委員会の下に設置した「企画運営部会」

の検討により事業を推進する。 

なお、第 10 期からの継続事業については、第 11 期での実施を目指す。 

 

2. 事業計画 

(1) Web サイト等基本システムの維持・管理 

DAAS-Web サイト、DAAS 基本システムの安定稼働体制を継続する。サーバ保守業者

による、サーバ OS、周辺アプリケーションのセキュリティー対策プログラムを定期的に適

用し、引き続きサーバ環境のセキュリティー対策を行う。 

 

(2) 収蔵データの維持・保全 

「高精細画像データ」の事務局内保管分及び、遠隔地保管によるさらなる冗長性を確

保する体制を継続する。新規収蔵コンテンツがあった場合には、同様の維持・保全措

置を講ずる。 

 

(3) 「企画運営部会」を中心とした事業推進と、運営体制安定化・強化策等に係る検討 

「企画運営部会」を中心とした事業推進、運営委員会との連携、今後の DAAS 活動に

資する検討や、一層の運営基盤安定化検討へ向けた体制を確立する。 

①	
 運営基盤の安定化方策検討（継続） 

(ア) 今後の運営方針の選択肢検討 

(イ) 他機関との連携に関する事項、等 

②事業計画に基づく事業実施や企画検討 

③その他、運営委員会承認事項の事前検討 等 

 

(4) コンテンツの整備 

動画収録、デジタルデータ作成 

第 10 期同様、コンテンツ作成支援金（国庫補助金 300 万円）を活用し、コンテンツ

を整備する。対象コンテンツは「企画運営部会」において検討するものとし、予算、納

期等を考慮しつつ、実施可能なものから具体作業に着手する。 

［前期より継続：コンテンツ整備事業（予定）※企画運営部会にて継続検討］ 

・団体等受賞作品の収蔵 

・動画収録（DAAS 収蔵作品の建築家、写真家等） 

・VR（ヴァーチャルリアリティ）を利用した空間画像データ 

資料４ 
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(5) Web サイトの改善 

新規コンテンツ収蔵に必要な機能追加、検索機能の改善のための機能追加を実施。

「(4)新規コンテンツの整備」と連動し、第 11 期よりの継続事業とする。 

 

(6) その他 

①DAAS 認知度向上等へ向けた広報等に係る活動 

②その他 DAAS の目的に資する活動を実施する。 
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別紙３ 

企画運営部会、運営体制安定化・強化策等に係る検討内容（案） 

 

１．	
 今後の運営について（運営方針の選択肢の決定） 

① 第11期以降の運営方針について、選択肢を決定する。「法人化／連携・統合／事業移行・

譲渡／維持／解散」、その他選択肢の必要があれば追加し、第11期での運営委員会と必

要であれば臨時総会を開催し、DAASの体制を決定する。 

② それぞれの運営方針（選択肢）の課題、条件、目標、予算、及びスケジュール（達成時期）

等も含めて①の詳細を部会で検討する。 

③ 国土交通省の意向と方針を確認しながら、今後のDAASの運営方針を明確化し、必要な関

係先に交渉し手続きをすすめる。 

 

２．	
 予算縮小に伴う、事業範囲の検討と必要経費の検討 

 会費規程の改定に沿った事業範囲を検討し、事業を推進する。②に関して、方針が決定し予算調整

の必要が生じた場合は、修正予算（案）を作成し運営委員会に諮り、事業を進めることとする。 

① DAASコンテンツ拡充とシステム改変は補助金を活用し会費部分を縮小する 

補助金活用事業での実施事項 

l オーラルアーカイブ 

l VR 撮影 

l コンテンツの改変 

l 表彰事業のアップロード、メタデータの改善 

② その他必要経費についての検討（会費事業分として） 

 会費にて実施が予想される事項 

l 運営方針のための必要経費 

l 法人化・連携・統合の為の必要経費（情報収集等含む） 

l 他団体への事業移行・譲渡のための権利調整（著作権等整理）費用 

l 活動維持のための必要経費 

 

３．	
 その他  

 組織基盤安定化を実現する経営資源の確保、他機関の支援・協力の確認 など 
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資料５

（単位：円）

予算額 参考:第9期予算額

Ⅰ. 事 業 活 動 収 支 の 部

事　業　活　動　収　入

6,620,000 7,260,000

企業会員 4,590,000 5,230,000

団体会員 2,000,000 2,000,000

学術・教育機関会員 30,000 30,000

個人会員 0 0

3,050,000 3,050,000

Webコンテンツ作成事業 3,000,000 3,000,000

コンテンツ有償利用料 50,000 50,000

　 0

受取利息 0 0

雑収入 0 0

事　業　活　動　収　入　計 9,670,000 10,310,000

事　業　活　動　支　出

5,150,000 5,750,000

WEBサイト改修委託支出 550,000 550,000

イベント事業支出 0

コンテンツ整備事業支出 600,000 1,200,000

サーバ管理委託費 850,000 850,000

Webコンテンツ作成事業/Web改修費用 880,000 880,000

Webコンテンツ作成事業/VR制作費用 440,000 440,000

Webコンテンツ作成事業/オーラルアーカイブ制作 1,200,000 1,200,000

Webコンテンツ作成事業/表彰事業整備とコンテンツ制作 300,000 300,000

Webコンテンツ作成事業/その他経費 180,000 180,000

広報事業 150,000 150,000

保守費支出 0 0

　 6,008,000 6,108,000

事務所経費 0

人件費 4,080,000 4,080,000

法定福利費 700,000 700,000

旅費交通費支出 230,000 230,000

機材費支出 50,000 100,000

通信運搬費支出 250,000 300,000

渉外費支出 0 0

会議費（含総会）支出 465,000 465,000

租税公課支出 0 0

会計士外部委託費支出 173,000 173,000

雑費支出 60,000 60,000

事　業　活　動　支　出　計 11,158,000 11,858,000

事　業　活　動　収 支 差 額 △ 1,488,000 △ 1,548,000

Ⅱ. 投 資 活 動 収 支 の 部

投 資 活 動 収 入

修繕引当預金取崩収入 0 0

その他固定資産取得収入 0 0

0 0

投 資 活 動 支 出

修繕引当預金取得支出 0 0

その他固定資産取得支出 0 0

0 0

投　資　活　動　収 支 差 額 0

Ⅲ. 財 務 活 動 収 支 の 部

財 務 活 動 収 支 差 額 0 0

Ⅳ. 予 備 費 支 出

予備費支出 3,512,000 4,414,326

当 期 収 支 差 額 △ 5,000,000 △ 5,962,326

前 期 繰 越 収 支 差 額 5,000,000 5,962,326

次 期 繰 越 収 支 差 額 0 0

注）この予算書は消費税込みで計算しております

0

１.　会費・入会金収入

投  資　活  動  支　出　計

２.　管理費支出

３.　その他収入

２.　事業収入

0

第11期（2016-2017年） 収支予算（案）

2016年10月1日から　2017年9月30日まで

科目

投  資　活　動　収　入　計

１.　事業費支出

▲ 640,000

▲ 640,000

0

0

0

0

0

0

0

0

▲ 640,000

▲ 600,000

0

0

△ 600,000

0

0

0

0

0

0

0

0

△ 100,000

0

0

0

0

△ 50,000

△ 50,000

0

0

0

0

0

△ 700,000

60,000

0

0

0

0

0

△ 902,326

962,326

△ 962,326

0

第9期との差異

0

0

0

0

0
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議案３ 理事・監事選任の件 
 

 

 

 

 

資料６ 第 11 期・第 12 期 理事・監事名簿（案） 
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建築・空間デジタルアーカイブスコンソーシアム（DAAS） 

第１１期・第１２期 理事・監事名簿 
 
（順不同	
 敬称略） 
 
 
 
■理	
 事 
 
六鹿	
  正治（公益社団法人 日本建築家協会 会長） 
浅野	
    宏（公益財団法人 建築技術教育普及センター 理事長） 
中島	
  正愛（一般社団法人 日本建築学会 会長） 
三井所 清典（公益社団法人 日本建築士会連合会 会長） 
大内	
  達史（一般社団法人 日本建築士事務所協会連合会 会長） 
山内	
  隆司（一般社団法人 日本建設業連合会	
 副会長） 
隈	
 	
  研吾（建築家） 
難波	
  和彦（建築家） 
古谷	
  誠章（建築家） 
六角	
  鬼丈（建築家） 
竺	
 	
  覚暁（金沢工業大学教授	
 金沢工業大学建築アーカイヴス研究所所長） 
亀井	
  忠夫（株式会社 日建設計 代表取締役社長） 
千鳥	
  義典（株式会社 日本設計 取締役社長） 
吉田	
  信之（株式会社 新建築社 代表取締役） 
南川	
  陽信（大和ハウス工業株式会社	
 執行役員 流通店舗事業推進部	
 設計施工推
進部） 

 
■監	
 事 

 
和田	
 	
  勇（一般社団法人 住宅生産団体連合会 会長） 
橋本   公博（一般財団法人 日本建築センター	
 理事長） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

2015年 10月改訂 
 

資料６	
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議案４ 会費規程変更について 
 

 

 

 

 

資料７ 会費規程改訂（案） 
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議案４ 会費額の変更（案） 

 

建築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアム 会費等規程（以下、「会費等規程」という）

を改定し、役員に選任された企業会員の会費額を変更する。 

 

会費等規程 改定案抜粋（下線部を改定、削除する） 

 

会費等の額、変更理由等： 

・運営委員会、企画運営部会において収支シミュレーションを実施。補助金事業等の活用も

含めることで、単年度内収支が黒字の範囲において、企業会員の役員の会費変更が可能と

判断 

―以上― 

旧 

（会費等及び入会金の額） 
第 1 条 会費等の額は、次のとおりとする。 

(1)企業会員の年会費等は次の表に掲げる従業員数の区分に応じ、それぞれ同表に定める

1 口あたりの額を 1 口以上とする。ただし、役員に選任された企業会員は 2 口以上とする。 

新 

（会費等及び入会金の額） 

第 1 条 会費等の額は、次のとおりとする。 
(1)企業会員の年会費等は次の表に掲げる従業員数の区分に応じ、それぞれ同表に定める

1 口あたりの額を 1 口以上とする。 

 

資料７	
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報  告 

 

 

資料８ 会員名簿変更について 

 

資料９ 規約第７条第４項に基づく指定代表者の 

変更について 
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建築・空間デジタルアーカイブスコンソーシアム（DAAS） 

会員名簿 
 
（順不同	
 敬称略） 

槇	
 	
  文彦（建築家） 
隈	
 	
  研吾（建築家） 
六角	
  鬼丈（建築家） 
難波	
  和彦（建築家） 

古谷	
  誠章（建築家） 
池原	
  義郎（建築家） 
中島	
  正愛（一般社団法人	
 日本建築学会	
 会長）	
 
三井所	
 清典（公益社団法人	
 日本建築士会連合会	
 会長）	
 

大内	
 	
 達史（一般社団法人	
 日本建築士事務所協会連合会	
 会長）	
 

六鹿	
 	
 正治（公益社団法人	
 日本建築家協会	
 会長）	
 

山内	
 	
 隆司（一般社団法人	
 日本建設業連合会	
 副会長）	
 

和田	
    勇（一般社団法人	
 住宅生産団体連合会	
 会長）	
 
橋本	
 	
 	
 公博（一般財団法人	
 日本建築センター	
 理事長）	
 

井上   俊之（一般財団法人 ベターリビング 理事長） 
吉田	
  信之（株式会社 新建築社 代表取締役） 
清水	
  琢三（五洋建設株式会社 代表取締役社長） 
山口	
  俊男（株式会社 奥村組 取締役専務執行役員） 
千鳥	
 	
 義典（株式会社	
 日本設計	
 取締役	
 社長）	
 

成川   哲夫（新日鉄興和不動産株式会社 取締役相談役） 
平川	
  信也（前田建設工業株式会社 執行役員 建築事業本部） 
栗山	
  茂樹（清水建設株式会社	
 専務執行役員） 
内山	
 	
 和哉（積水ハウス株式会社	
 常務執行役員	
 東京支社長） 
河野	
  晴彦（大成建設株式会社 常務執行役員	
 設計本部長） 
菅	
    順二（株式会社 竹中工務店  執行役員	
 設計本部長） 
亀井	
  忠夫（株式会社 日建設計 代表取締役社長） 
小林	
  照雄（株式会社 大林組	
 常務執行役員 本社 設計本部長） 
尾崎	
  	
 勝（鹿島建設株式会社 専務執行役員 建築設計本部長） 
副島	
  伸一（住友不動産株式会社東京東ビル事業部長） 
田中	
  孝典（株式会社 山下設計 代表取締役社長） 
大堀	
 	
 正博（三井不動産株式会社	
 建設企画部長）	
 

碓氷	
  辰男（東京建物株式会社 常務取締役） 
村井	
  	
 純（慶應義塾大学 環境情報学部長） 
西生	
  一次（株式会社 日建学院 代表取締役社長） 
南川	
  陽信（大和ハウス工業株式会社	
 執行役員	
 技術本部住宅系設計推進部長） 
森高	
  英夫（一般社団法人 日本建築構造技術者協会 会長） 
浅野	
  	
 宏（公益財団法人 建築技術教育普及センター 理事長） 
野部	
 	
 達夫（一般社団法人	
 建築設備技術者協会	
 会長）	
 

2016年 8月改訂 

資料８	
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建築・空間デジタルアーカイブスコンソーシアム（DAAS） 

法人会員指定代表者変更 
（建築・空間デジタルアーカイブスコンソーシアム規約	
 第７条第４項	
 関係） 

（敬称略） 

■	
 団体会員 

公益社団法人 日本建築家協会 
〈変更前〉 芦原	
 太郎（会長） 
〈変更後〉 六鹿	
 正治（会長） 
 
一般財団法人日本建築センター	
 理事長 
〈変更前〉 松野	
 	
 仁（理事長）	
 	
 	
 	
 	
  
〈変更後〉 橋本  公博（理事長） 
 
一般社団法人建築設備技術者協会 
〈変更前〉 田辺  新一（会長） 
〈変更後〉 野部	
 達夫（会長） 
  

■	
 企業会員 

大成建設株式会社 
〈変更前〉 河野	
 晴彦 （執行役員	
 設計本部長） 
〈変更後〉 河野	
 晴彦 （常務執行役員	
 設計本部長） 
 
積水ハウス株式会社	
 

〈変更前〉	
 平林	
 文明（取締役専務執行役員	
 東京支社長） 
〈変更後〉  内山 和哉（常務執行役員	
 東京支社長） 

 
株式会社日本設計 
〈変更前〉 六鹿	
 正治（取締役会長） 
〈変更後〉 千鳥	
 義典（取締役社長） 

 
   

三井不動産株式会社 
〈変更前〉 大江	
 功一（建設企画部長） 
〈変更後〉 大堀	
 正博（建設企画部長） 

 
 

2015年 10月 1日付 

資料９ 
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建築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアム 
 

第５回 理事会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  開催日時  ２０１６年１０月＊日（木）午＊＊＊：＊＊〜午＊＊＊：＊＊ 

  開催場所  都道府県会館 ４階 ４＊＊会議室 
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建築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアム（DAAS） 

第５回理事会次第 

 

 

 

開催日時：２０１６年１０月＊日（木）午＊＊＊：＊＊〜 午＊＊＊：＊＊ 

開催場所：都道府県会館 ４階 ４＊＊会議室 

 

 

 

１ 開  会 

 

 

 

 

２ 議  事 

 

議案１ 役員選任の件（会長・理事長・副理事長） 

 

資料 1  第 11 期・第 12 期 役員名簿（案） 

 

 

議案 2 会費等規程改定の件 

 

  資料２  会費等規程 改定（案） 

 

 

３ 閉  会 
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議案１  役員選任の件 

   （会長・理事長・副理事長） 
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建築・空間デジタルアーカイブスコンソーシアム（DAAS）	
 

第１１期・第１２期	
 役員名簿	
 

	
 
（順不同	
 敬称略）	
 

	
 

■理事長	
 	
 

	
 

竺	
 	
 覚暁（金沢工業大学教授	
 金沢工業大学建築アーカイヴス研究所所長	
 ※）	
 

	
 

■副理事長	
 

	
 

※浅野	
 	
 	
 宏（公益財団法人	
 建築技術教育普及センター	
 理事長）	
 

※中島	
 	
 正愛（一般社団法人	
 日本建築学会	
 会長）	
 

	
 

	
 

■監	
 事	
 

	
 

※和田	
 	
 	
 勇（一般社団法人	
 住宅生産団体連合会	
 会長）	
 

※橋本	
 	
 	
 公博（一般財団法人	
 日本建築センター	
 理事長）	
 

	
 

■	
 理	
 事	
 

	
 

山内	
 	
 隆司（一般社団法人	
 日本建設業連合会	
 副会長）	
 

三井所	
 清典（公益社団法人	
 日本建築士会連合会	
 会長）	
 

大内	
 	
 達史（一般社団法人	
 日本建築士事務所協会連合会	
 会長）	
 

隈	
 	
 	
 研吾（建築家）	
 

難波	
 	
 和彦（建築家）	
 

古谷	
 	
 誠章（建築家）	
 

六角	
 	
 鬼丈（建築家）	
 

千鳥	
 	
 義典（株式会社	
 日本設計	
 取締役社長）	
 

亀井	
 	
 忠夫（株式会社	
 日建設計	
 代表取締役社長）	
 

吉田	
 	
 信之（株式会社	
 新建築社	
 代表取締役）	
 

南川	
 	
 陽信（大和ハウス工業株式会社	
 執行役員	
 流通店舗事業推進部	
 設計施工推

進部）	
 

	
 

■	
 会	
 長	
 

	
 

槇	
 	
 文彦（建築家）	
 

	
 

■	
 顧	
 問	
 

	
 

村井	
 	
 純（慶應義塾大学	
 環境情報学部長）	
 

 

2016 年 10 月改訂	
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議案２  会費等規程 改定の件 
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制定 平成 18 年 12 月 4 日 
改定 平成 20 年 10 月 31 日（い） 
改定 平成 26 年 10 月 23 日（ろ） 
改定 平成 28 年 10 月●日（は） 

建築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアム 会費等規程 改定（案）

建築・空間デジタルアーカイブス コンソーシアム規約（以下「規約」という） 第 8 条の規定に基づ

き、会員から徴収する会費等及び入会金について規定する。

（会費等及び入会金の額）

第 1 条 会費等の額は、次のとおりとする。 
(1)企業会員の年会費等は次の表に掲げる従業員数の区分に応じ、それぞれ同表に定める 1 口

あたりの額を 1 口以上とする。ただし、役員に選任された企業会員は 2 口以上とする。（ろ）

従業員数 1口あたりの額 

51 人以上 32 万円 

11～50 人 11 万円 

10 人以下 6 万円 

(2)団体会員の年会費等は 20 万円を 1 口とし、1 口以上とする。

(3)学術・教育機関会員の年会費等は 3 万円を 1 口とし、1 口以上とする。

(4)個人会員の年会費等は 2 万円を 1 口とし、1 口以上とする。

(5)特別会員の年会費等は無料とする。

２ 入会金の額は無料とする。

３ 第１項の会費に相当する無償の役務提供を申し出る者に対して、その提供される内容が妥当で

あると運営委員会で認められた場合に限り、当該役務提供によって会費を納入したものとみなす。

（い）

（会費等及び入会金の納入等）

第 3 条 会費等は規約第 42 条に規定する事業年度に応じて年会費等を一括前納するものとする。

ただし、会員等が期の半ばに入会した場合の年会費等については、これを月割り換算し、入会月

を含む残存月数分とする。

２ 前項の月割り換算の方法は、十円単位以下を切り捨てるものとする。

３ 会費等及び入会金は、事務局からの請求書等通知が届いてから、一ヶ月以内に納入するものと

する。

（規則の変更）

第４条 当規程の改変は理事会の議決を経て行う。

資料２
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附則 	
 

１．この規程は、本会設立総会のあった日から施行する。 
２．建築・空間デジタルアーカイブス	
 コンソーシアム設立準備会の設立準備費等を支出済み

の会員は、入会金及び設立当初年度分の年会費等を納入したものとみなす。	
 

附則（い）	
 

１．	
 この改正は、平成 20 年 10 月 31 日から施行する。	
 

附則（ろ）	
 

１．	
 この改正は、平成 26 年 10 月	
 	
 日から施行する。	
 

附則（は）	
 

１．	
 この改正は、平成 28 年 10 月	
 	
 日から施行する。	
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